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は じ め に 


日 本 列島 に 分 布 す る オオ ミズ アオ 属 Actias は 2 種 で ある . オオ ミズ アオ A. artemis (BREMER et 
GREY) は 北海 道 か ら 九 州 の 屋久 島 ま で 分 布 し , subsp. artemis (BREMER et GREY) (北海 道 ) お よび 
subsp. aliena (BUTLER) (本 州 以 南 ) の 2 亜 種 に 分 類 さ れ て いる . 一 方 , オナ ガミ ズ ア オ 4. gnoma 
(BUTLER) は 北海 道 か ら 四 国 ま で 分 布 し , subsp. mandschurica(STAUDINGER) (北海 道 ), subsp. gnoma 
(BUTLER) (本 州 ・ 四 国 ) お よび subsp. miyatai INOUE (伊豆 諸島 ) の 3 亜 種 に 分 類 さ れ て いる . 

Actias 属 の 分 布 に 関す る 問題 に つい て は , # (1965), INOUE (19760) の 報告 が ある. また , WEBI 
は 休眠 性 の 地理 的 変異 が 認め られ る CHE, 1981). 

本 報 は オオ ミズ アオ 属 の 休眠 性 の 地理 的 変異 に 関す る 研究 (宮田 , 1981) に 続く も の で , 各 亜 種 の 特徴 
と , それ ら の 交雑 個体 に つい て 色彩 形態 上 の 比較 を 行っ た . Ek, 結果 に も と づい て 日 本 列島 に お ける 
Actias 属 の 分 布 に つい て 考察 し た . 

本 報 を まとめ る に あたっ て , ご 助言 を いた だ いた 農水 省 農 研 セ ンタ ー の 梅谷 献 二 博士 , 4ctias 属 に つい 
て ご 教示 を 賜っ た 大 妻 女子 大 学 の 井上 寛 博士 に あつ く お 礼 申し上げる . また , 本 研究 の た め に , 生き た 材 
料 を 提供 し て くだ さっ た 北海 道標 茶 の 飯 島 一 雄 , 熊本 市 の 大 塚 勲 両氏 に 心 よ り 感 謝 す る . 


材料 お よび 方 法 


材料 : 北海 道産 の オオ ミズ アオ お よび オナ ガミ ズ ア オ は 1980 年 7 月 に 北海 道 川上 郡 標茶 町 , AMO 
種 は 1981 年 8 月 に 神奈 川 県 箱根 町 , 伊豆 諸島 産 の オナ ガミ ズ ア オ は 1980, 1983 年 の 8 月 に 入 丈 島 (伊豆 
諸島 亜 種 ), 1985 年 8 月 に 神津 島 (伊豆 諸 鳥 亜 種 ) お よび 1986 年 8 月 に 三宅 鳥 (伊豆 諸島 亜 種 ) と 伊豆 大 
E (本 土 亜 種 ) で 採集 され た 雌 成 虫 の 産 下 卵 を も と に , 東 代 飼育 し た 個体 を 用 いた . 

方 法 : 幼虫 の 飼育 は プラ スチ ッ ク ケ ー ス (100X100X50 mm) ( 若 齢 期 ) と 飼育 ケー ジ (300x500X700 
mm) (3 RUJE) で 行っ た . 飼育 は 室内 の 自然 日 長 ・ 温 度 条件 下 で 行っ た が , 成虫 の 色彩 発現 に 関す る 
実験 に は 25 土 0.5C の 恒温 器 を 用 いた . 成虫 の 変 雑 実験 は 同じ 飼育 ケー ジ で 行っ た . な お 成虫 の 色彩 形態 上 
の 比較 は 雄 を 対象 に 行っ た . 
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亜 種 の 特徴 


オオ ミズ アオ お よび オナ ガミ ズ ア オ と る, 幼虫 は 1 齢 で 色彩 の 相違 が 認め られ た が , 2 齢 で は 色調 の 濃 
淡 の 差 に と とどまり, 3 齢 以降 は 色彩 上 の 区 別 は な く な る . 


オナ ガミ ズ ア オ 


BB: 卵殻 表面 の 色彩 は 北海 道 亜 種 (mandschaurica) (Fig. 13) で は 黒色 の , 本 土 亜 種 (gnoma) (Fig. 
14) で は 黒神 色 の 雲 形 斑紋 が 現われ る . 伊豆 諸島 亜 種 (my%atai) (Fig. 15) で は 淡 赤 黄色 の 斑紋 が 散在 す 





Figs. 1-6. First inster larvae of Actias moths. 1. A. gnoma mandschurica from 
Hokkaido ; 2. A. g. gnoma from Hakone; 3. A. g. miyatai from Hachijó-jima ; 4. 
A. artemis artemis from Hokkaido; 5. A. a. aliena from Hakone; 6. A. g. gnoma 
(from Hakone) $ x A. g. miyatai (from Hachijó-jima) の F,. 
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1 齢 幼虫 : 北海 道 亜 種 (Figs.1, 7) で は 頭 部 お よび 体 節 は 黒色 , 刺 毛 は 黒色 また は 淡 黒 色 (Fig. 10), 
FERRER, 3, 8, 9 体 節 の も の は , より 一 層 淡 色 . 背 橋 お よび 肛 上 板 は 黒色 . 

本 土 亜 種 (箱根 産 ) (Figs. 2, 8) で は 頭 部 お よび 体 節 は 黒褐色 で , 北海 道 亜 種 より も 明か る い が , 4, 
5, 6, 7 体 節 は 黒色 斑 が 多く 他 の 体 節 より も 濃い . HROLMRREEDRAT, 先端 部 は 濃 茶 褐色 に 
縁 ど られ る . し か し , 2, 3, 8, 9, 12 体 節 の も の は 無色 に 近い . SEES X: OIL ER EGER OO SER LAU 
の 無色 の 部 分 を 除い て 黒褐色 . 胸 ・ 腹 脚 に は 黒 礼 色 の 条 斑 が な が み られ る . 

伊豆 諸島 亜 種 CAGCEJE) (Figs. 3, 90 で は 体 節 全体 が 淡 赤 黄色 . 4 - 11 体 節 の 背 ・ 側 域 に は 赤褐色 の 
斑紋 が 列 在 する が , 個体 に よっ て は 4, 5, 6 体 節 の 斑紋 が 淡 茶 褐色 と し て 現われ る . Euk l CHER 
わずか に 淡 赤 裾 色 か 無色 , FH LOWER REAR, 淡 赤 褐色 に 縁 ど られ る 個体 も ある . Figs. 24-29 
は 各 亜 種 の 地理 的 個体 群 に つい て , 幼虫 の 頭 部 お よび 4, 5, 6, 7 体 節 背 城 の 色彩 斑紋 型 を 示し た . 北 
海道 か ら 伊豆 入 丈 島 ま で 南下 する に つれ て , 黒 化 の 傾向 は 少な く な り 赤 み を 増し た . 

成虫: 各 亜 種 の 雄 成虫 は 形態 的 に 異な る . 伊豆 諸島 亜 種 (Fig. 38) は 本 土 亜 種 (Fig.37) の 約 4 分 の 
3 全 次 長 で ある . 前 次 頂 は 丸み を 帯び , 後 次 外縁 は 波状 で 眼 状 紋 は 小さ く , 本 土 亜 種 と は か な り 異 な る . 
北海 道 亜 種 (Fig. 36) は 本 土 亜 種 (Fig. 37) より 多少 , 眼 状 紋 は 後方 に 伸長 する 傾向 が か み ら れ る . 

北海 道 お よび 本 土 の 両 亜 種 で は juxta の 右 突起 は 伸長 し , 左右 異 規 的 で ある (Fig.55), 伊豆 諸島 亜 種 で 
は 左右 と も 短く , 同 規 的 で ある (Fig. 54). Uncus は 前 2 亜 種 (Figs. 50, 51) "cix 8B BEL BEST 2 25, 
伊豆 諸島 亜 種 (Figs. 48, 49) で は 重なり , 前 倒し と な っ て 内 側 に 巻き 込む . 


ォ オ ミズ アオ 


Bp: SNR db Hee ES (artemis) (Fig. 21) で は 本 土 亜 種 (gzena) (Fig. 23) に 比べ て 黒色 の 宏 
形 斑紋 が 顕著 で ある . 

1 齢 幼虫 : 北海 道 亜 種 (Figs. 4, 16, 17) で は 頭 部 お よび 体 色 は 淡 黒 色 . 背 ・ 側 域 の 黒 化 は 著しい . 
HEB, 刺 毛 は 黒褐色 . 本 土 亜 種 (Figs. 5, 18, 190 で は 北海 道 亜 種 より も 体 色 は 明る い 黄 鉛 色 . 
PIRI RE LODE. 非 起 の 先端 部 は 淡 黄 色 . 刺 毛 は 淡 赤 褐色 (Fig. 22). 頭 部 , Sib X OHLE 
板 は 茶褐色 . 

成虫 : 本 土 亜 種 (gzena) (Fig. 46) の 夏 出 現 個 体 ( 夏 型 ) は 雄 で は 黄色 が 強く 発現 し , 内 ・ 外 横線 は 
太い 黒 帯 と な る . 一 方 , KEKEE (artemis) に は こと の よう な 濃 黄 色 の 個体 は 野外 で は 得 ら れ て いな い . 
し か し , SESRÉBU IC B fé OJEDKBRUB Ze 25C の 高温 に お いた と ころ , 本 土 亜 種 と 同じ 色彩 型 が 羽化 し た (Fig. 
45). 

両 亜 種 の 雄 交尾 器 形態 に つい て は 相違 は 全く 認め られ な い . 


亜 種 間 交 雑 個体 の 特徴 


オナ ガミ ズ ア オ 


(i) 伊豆 諸島 亜 種 (myatai) X KLEE (enoma) 

伊豆 諸島 亜 種 ALE) 9XALBE (箱根 ) ず : 卵 帝 表面 の 色彩 斑紋 は 本 土 亜 種 に 似る が , SLR 
く , 拡がり も 少な い . 1 齢 幼虫 F で は 頭 部 お よび 背 桶 は 茶褐色 で 両親 の 中 間 的 色調 を 示し た が , 頭 部 下方 
域 が 黒褐色 に 変化 する 個体 も み ら れ た (Fig. 33). 刺 毛 は 茶褐色 で 両親 の 中 間 色 で あっ た . 4, 5, 6, 9, 
10 体 節 の 斑紋 は 黒色 が 増し , 本 土 亜 種 に 近い 個体 も る み ら れ た . 悲 起 は 無色 か ら 淡 褐色 まで 変異 し た が , い 
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Figs. 7-15. Eggs, setae and 1st inster larvae of Actias gnoma (BUTLER). 7, 10, 13. A. 
g. mandschurica ; 8, 11, 14. A. g. gnoma (from Hakone); 9, 12, 15. A. g. miyalai 
(from Hachijó-jima). 
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Figs. 16-23. Eggs, setae and Ist inster larvae of A. artemis (BREMER et GREY). 16, 17, 
20, 21. A. a. artemis (from Hokkaido); 18, 19, 22, 23. A. a. aliena (from Hakone). 
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Figs. 24-29. Color types of the head and 4 - 7 segments of 1st inster larvae of Actias 
gnoma (BUTLER). 24. A. g. mandschurica (from Hokkaido); 25. A. g. gnoma 
(from Hakone); 26. A. g. gnoma (from Ó-shima) ; 27. A. g. miyatai (from Kózu- 
shima); 28. A. g. miyatai (from Miyake-jima) ; 29. A. g. miyatai (from Hachijó- 


jima). Black areas represent black color type and rear dotted areas pale orange 
to red color types. 








Figs. 30 —35. Color patterns of head and prothoracic shield of 1st inster larvae of Actias 
gnoma (BUTLER): white areas represent pale orange to reddish yellow or trans- 
parent cuticle, black areas represent black of type I and VI or black-brown of 


type II and IV, and dotted area represents chocolate color of type V. (Upper; 
head, down ; prothoracic shield). 


ずれ の 個体 も 先端 部 は 本 土 亜 種 の よう な 黒褐色 に は な ら な か っ た . 1MAORE, CRAB HAEC LO 
まで 幅広 い 色彩 の 変異 が か み ら れ た が , 4, 5, 6, 7 体 節 の 腹 域 は 淡色 の 傾向 を 示し た . 

本 土 亜 種 (箱根 ) 9 X 伊 豆 諸島 亜 種 ALE) ず : 卵殻 表面 の 色彩 斑紋 は 本 土 亜 種 に 似る . 1 齢 幼虫 F 
(Fig. 6) で は 体 色 は 本 土 亜 種 より 明る い 茶 褐色 だ が , 逆 交 雑 個体 に 比べ て 色彩 斑紋 が 発達 する こと で は 本 
土 亜 種 に 似る . 3, 4, 8, 9 体 節 の 間 起 は 無色 か ら 淡 赤褐色 の も の まで 認め られ た . 刺 毛 は 茶褐色 で 両 
親 の 中 間 色 で あっ た . 1 齢 幼虫 F。 で は 変異 の 幅 は さら に 広がり , fU SEO CK SER CL S T 
も 多く 出現 し た . 頭 部 , 背 材 本 よび 肛 上 板 は 両親 の どちら か に 似る 傾向 で あっ た . 

両 亜 種 の 交雑 F, は どちら の 親 を 雌雄 に こし て も , 眼 状 紋 は 両親 の 中 間 的 大 き さ と 形状 を 示し , 後 超 外縁 は 
わずか に 波状 を 呈し た (Figs. 40, 4D. し か し , F。 は F」 よ り も 変異 の 幅 は 広く , 眼 状 紋 の 大 きい 本 土 亜 種 
と 区 別 し 難い 個体 も 出現 し た (Figs. 43, 44) が , この よう な 個体 で も 雄 変 尾 器 は 中 間 型 で あっ た . 
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Figs. 36 - 47. Male adults of Actias. 36. A. gnoma mandschurica ; 37. A. g. gnoma ; 38. 
A. g. miyalai ; 39. A. g. mandschurica 9. X A. g. miyatai 3 F,; 40. A. g. gnoma 
9 X A. g. miyalai の F,; 41. A. g. miyatai $ X A. g. gnoma の Fi ; 42. A. g. 
mandschurica の X A. g. miyatai 9. F, ; 43. Ditto, F, of no. 40; 44. Ditto F, of no. 
41; 45. A. artemis artemis (from Hokkaido) ; 46. A. a. aliena (from Hakone) ; 47. 
A. a. artemis 2 X A. a. aliena の F;. All pupae were reared at 25C, 16L 8D. 
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Figs. 48 —57. Male genitalic structures of Actias gnoma. 48 — 53. Uncus. 48, 49. A. gnoma 
miyalai ; 50, 51. A. gnoma gnoma; 52. A. g. miyatai € X A. g. gnoma & F, ; 53. 
A. g. gnoma 9. X A. g. miyatai d' F,. 54 - 57. Juxta. 54. A. g. miyatai ; 55. A. g. 
gnoma; 56. A. g. miyalai 9 X A. g. gnoma の F,; 57. A. g. gnoma 9. X A. g. 


miyalai の Fi. 


Gj) 伊豆 諸島 亜 種 (mzyataz) Xx 北 海道 亜 種 (mandschurica) 

北海 道 亜 種 (標茶 ) や メ 伊 豆 諸島 亜 種 AXE) の : 卵 は 北海 道 亜 種 に 似 て 黒色 の 雲 形 斑紋 が 多く , 
区 別 が つき に くい . 1 齢 幼虫 F」 の 体 色 は 淡 黒 色 で 北海 道 亜 種 に 似る が , 多少 淡い . BM, Ws LONE 
MLAB. 導 起 の 基部 は 黒色 だ が , 先端 部 は 茶褐色 に 変り , 両親 の 中 間 的 色調 を 示し た . 1 齢 幼虫 , の 体 
色 は F」 よ りゃ 幅広 く 変化 し , 両親 に 似 た 個体 も 出現 し た が , 完全 に 同じ 色彩 を 示す 個体 は な く , 中 間 的 色 
調 が 多かっ た ., 刺 毛 は 茶褐色 か ら 黒 色 ま で 連続 し た 変異 が 認め られ た . 
Pomme ALE) 千 メ 北海 道 亜 種 (標茶 ) ? : 卵殻 表面 の 色彩 斑紋 は 逆 交雑 個体 と 同じ で ある . 
1 RIZR F, の 体 色 は 黒褐色 . INEO sl, 伊豆 諸島 亜 種 に 近く , 茶褐色 が 強く 現われ た . 1 齢 幼虫 F。 
の 体 色 は Fi よ りゃ 変異 の 幅 が 広く , 伊豆 諸 鳥 亜 種 に 近い 個体 も 多く 出現 し た . これ ら の 交雑 に お ける 成虫 
は いずれ も 母性 遺伝 的 特徴 を 示し た (Figs. 39, 42). 

Table 1 は オナ ガミ ズ ア オ の 幼虫 頭 部 お よび 背 橘 の 色彩 に つい て , 類型 化し その 出現 率 を 示し た . 交雑 
個体 群 は 少く と も F。 ま で は 明 蝶 な メン デル 性 遺伝 を 示さ な か っ た . 多少 , 母性 遺伝 的 傾向 も 認め られ た が , 
全体 に は 中 間 的 色調 で あっ た . 
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Table 1. Distribution of color patterns in F; hybrid and back-cross 
larvae of Actias gnoma. See Figs. 30 - 35. 
























Number Percentage of larvae showing the color patterns of following types 
of larvae 
examined I II III sic ed VI 

127 100 m: miyatai 

121 100 g: gnoma 

133 100 h: mandschurica 

127 57.5 36.2 6.3 

121 14.3 71.4. | 143 gm: gnoma X miyalai 

72 22.2 122 9.5 

50 4.0 84.0 | 12.0 mg: miyatai X gnoma 

50 100 

42 100 

40 100 

60 100 

30 100 

62 100 



































Table 2. Length of a pair of processes from juxta in male genitalia of Actias gnoma. 























E 
: No. of Length (mm) A. V. 

Species | obs Um d e L/R + SEV) 
Actias gnoma miyatai 22 1.094 0.910 0.832 + 0.0167 
(from Hachijô-jima) 

A. gnoma miyatai 34 1.084 0.918 0.847 + 0.0122 
(from Miyake-jima) 

A. gnoma miyatai 11 1.118 0.941 0.842 + 0.0274 
(from Kôzu-shima) 

A. gnoma gnoma 25 1.418 0.994 0.701 + 0.0198 
(from O-shima) 

A. gnoma gnoma 16 1.778 1.036 0.583 + 0.0206 
(from Hakone) 

A. gnoma mandscurica 18 1.500 0.950 0.633 + 0.0244 
(from Shibecha) 

A. g. miyatai* 9 F, 16 1.510 0.989 0.655 + 0.0220 
A. g. gnoma** à. * F, 15 1.497 1.046 0.699 + 0.0313 
A. g. gnoma** 9 Fi 34 1.375 0.872 0.684 + 0.0134 
A. g. miyatai* 3 F, 15 1.370 0.827 0.604 + 0.0292 
A. g. mandschurica F, 12 0.939 0.677 0.721 + 0.0134 
A. g. miyatai* 3 d F, 10 1.088 0.813 0.747 + 0.0169 






sra t 


*from Hachijó-Jima **from Hakone 


Table 2 は 亜 種 お よび 亜 種 間 交 雑 個 体 の juxta の 突起 の 実測 値 (R3) と, 左右 突起 の 長 さ の 相対 比率 
を 示し た . 本 土 亜 種 は 本 土 (箱根 ) と 伊豆 大 島 の 個体 群 間 で 多少 の 差 が 認め られ , 後者 は むし ろ , 伊豆 諸 
島 亜 様 と の 中 間 的 値 で あっ た . 伊豆 諸島 亜 種 は 島 上 間 で の 個体 群 に 差 は ほとん と 認め られ な か っ た . 

各 亜 種 問 交雑 個体 の uncus お よび juxta は 多少 の 幅 が ある も の の , いずれ も 中 間 的 形状 を 示し た (Figs. 
52, 53, 56, 57), 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


82 宮田 保 


オオ ミズ アオ 


(i) 北海 道 亜 種 (2Zezz2s) (標茶 ) メ 本 土 亜 種 (27ezZ) (箱根 ) 両 亜 種 の 交雑 結果 は 正 逆 いずれ の 場合 も , 
明瞭 な 相違 は 認め られ な か っ た . 1 齢 幼虫 F の 体 色 は 両親 の 中 間 的 色調 で , 暗い 黄銅 色 で あっ た . miu 
両親 に 近い も の まで , 幅広 い 変 異 が み ら れ た . 刺 毛 は 多少 , 母性 遺伝 的 傾向 を 示し た . F。 の 特徴 は F, èF 
様 で あっ た . 

また , 成虫 に つい て の 相違 は 認め られ な か っ た (Fig. 47). 


考 察 


日 本 産 オ オミ ズ ア オ お よび オナ ガ が ミズ アオ の , それ ぞ れ の 吾 種 間 交 雑 は 正常 に 行わ れ , 少く と も , 飼育 
に よっ て F。 ま で の 昌代 飼育 が 可能 で ある . し た が っ て , 亜 種 間 の 生 殆 的 隔離 は な いと 判断 され る . し か し , 
オナ ガミ ズ ア オ の 伊豆 諸島 亜 種 myataz の 成虫 の 斑紋 や 雄 交尾 器 形 態 に み ら れ る よう た, 他 の 亜 種 と は 大 
分 異な っ た 特徴 を も っ て いる も の も ある . と くに , 雄 交尾 器 の juxa の 突起 に み ら れ る 左右 同 規 性 は , むし 
b, オオ ミズ アオ に 類似 し , 右側 突起 の 著しく 伸長 し た 異 規 的 形態 の 本 土 亜 種 genoma や 北海 道 亜 種 
mandschurica と は 明らか に 異な る . また だ た, 近 縁 種 の ネッ タイ オナ ガミ ズ ア オ OA. selene ningpoana BUT- 
LER, 台湾 の 山地 に 分 布 す も モク セイ オナ ガミ ズ ア オ A. neidhoeferi ONG & YU な ど , wth RH 
態 で ある (宮田 , 1970, 1977) こ と か ら 推 定 し て , この 形態 は 亜 種 miyatai の 由来 を 考え る 上 で 重要 な 特徴 
と 思わ れる . 一 方 , juxta の 左側 突起 は いずれ の 亜 種 も 短 か く , 実測 値 の 差 は 少し し た が っ て , 亜 種 
miyatai BIREW k o CHILL EE LCS, 突起 の 片方 だ けが 退化 縮小 する こと は 一 般 的 に あり 得 な 
いこ と と で ある . と の 亜 種 の 分 布 する 各 島 の 個 条 群 は すべ て 同じ 形態 を 示し , 左右 突起 の 相対 比率 (Table 
2) は ほほ 同じ で ある . こと の こと は 島 嘩 間 の 平行 進化 を 否定 する 論拠 と な り 得 る . DED, HR miyatai は 
固有 人 性 が 強く , juxta の 突起 が どちら も 未 発達 の 状態 は オナ ガミ ズ ア オ の 祖先 型 の 遺存 で ある 可能 性 を 示 
RTA, 

伊豆 諸島 の 昆虫 相 に つい て は 野村 (1969), 澤田 ・ 渡 辺 (19690, 渡辺 ・ 相 馬 (1972) お よび 黒沢 (1972, 
1978) な ど と 多く の 研究 報告 が な され て いる が , と くだ 寒 地 性 の 種類 が 分 布 し て いる 点 興味 深い . また , 神 
津島 , 御蔵 島 に は 古い 形質 を 留め て いる , ミヤ マミ クラ クワ ガタ Lucanus gamunus SAWADA et 
WATANABE (SAWADA & WATANABE, 1960) が 分 布 し て いる . 昆虫 類 以 外 で も , ネズ ミ 族 (今泉 , 1976) 
CERE (渡部 , 1977) な ど に 固有 種 が 知ら れ て いる . 一 方 , 植物 相 に つい て は 大 場 (1975) に よっ て , 
寒 地 性 や 山地 性 の 種類 が 亜 種 化し て 分 布 し て いる こと が 報告 され て いる . これ ら の 報 文 は ト い ずれ も る , 寒冷 
期 (第 四 紀 洪 積 世 ) に 古 伊豆 半島 (陸橋 化 ) また は 伊豆 古島 HALE) の 形成 が あっ た と 推定 し て いる . 
梅谷 (1954) は 伊豆 諸島 産 の 多く の 甲虫 類 は , 海流 に 乗っ て 流木 と 共に 漂着 し た も の で あろ うと 推察 し て 
いる が , 飛 翔 性 の オナ ガミ ズ ア オ の 場合 は , 寒 地 性 の ハン ノ キ Alnus 属 の 分 布 拡大 に 伴っ て , 寒冷 期 に は 
相当 陸 化 し た と 思わ れる 伊豆 諸島 に , 容易 に 侵入 出来 た も の と 推定 され る . 

伊豆 大 島 の も の は 本 土 亜 種 と みな され る . 分 布 の 原因 に つい て は , この 鳥 は 本 土 に 最も 近接 し た 島 で あ 
り , 比較 的 , 新しく 形成 され た 火山 島 で ある と と か ら , 伊豆 諸島 亜 種 より も 新しい 本 土 亜 種 が 日 本 列島 に 
RAL, さら に , この 島 に 移住 定着 し た も の と 思わ れる . 

一 般 に , 昆虫 類 の 体形 は 同 規 的 か ら 異 規 的 に 分 化す る こと が 知ら れ て いる (日 浦 , 1980. また , SE 
で は 体 が 小さ く , 其 頂 は 丸み を 帯び て , 斑紋 発達 の 十分 で な いも の 程 , 古い 型 で ある と 考え られ て いる ( 白 
水 , 1985. この よう な 形態 的 特徴 は 伊豆 諸島 亜 種 に も 共通 し て いる . C 038 f 0 45-3 75 Ej IR o (REEF 
に み ら れ た 1 齢 幼虫 体 色 の 変異 は , 斑紋 配列 が 基本 的 に 一 致し て いる こと か ら , それ ぞ れ の 島 順 の 気候 的 
な 環境 海 汰 圧 が 作用 し て いる も の と 推測 され る . と くに , 気候 適応 か ら み る と , 高緯度 地方 (北海 道 ) で 
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黒色 が 増す 傾向 は , 飼育 の 結果 か ら み て も , 完全 と は 言え な いま で も ゃ , 遺伝 的 に 固定 化 さ れ た 形質 で ある 
と 判断 され る . 

伊豆 大 鳥 の 本 土 亜 種 個体 群 に み ら れ た , 雄 交尾 器 の juxta の 左右 突起 の 相対 比率 は , 伊豆 諸島 亜 種 個体 群 
に も ゃ 近い 中 間 的 傾向 を 示し た . この 値 が 両 亜 種 の 遺伝 子 交 流 の 結果 に よっ た も の か 明らか で な い . 実験 的 
に は 亜 種 問 交 雑 の Fi」 お よび F。 個 体 に , 中 間 型 が 多数 出現 し た こと は , 形質 が 遺伝 子 の 量 的 関係 に よっ て 支 
配 さ れ て いる こと を 示唆 する . 

日 本 列島 に お ける 両 種 の 分 布 の 相違 は 多分 に , 食餌 植物 の 多 宴 に 影響 され て いる よう に 思わ れる . つま 
り , オオ ミズ アオ は 多種 類 の 落葉 広葉 樹 を 寄主 と する が , オナ ガミ ズ ア オ は ハン ノ キ Alnus 属 に 限ら れ て 
いる . 伊豆 諸島 で は オオ バ ヤ シャ プン A. sieboldiana の 密 布 が , 本 種 の 生息 を 可能 に し て いる . 本 種 は 四 
国 で は 瀬戸 内 海 側 に 分 布 し , 九州 で は 現在 の と ころ 生息 は 認め られ な い . この 原因 た ついては, 湿地 を 好 
tr Alnus 属 が 比較 的 乾燥 地帯 の 多い 西日本 に 少 い こと の ほか に , 過去 に お いて , 移住 を 防げ た 何ら か の 地 
央 的 要因 が 関与 し て いる も の と 思わ れる . 

日 本 列島 周辺 に 分 布 す も ネッ タイ オナ ガミ ズ ア オ は , きわ め て 多 食 性 で ある に も か か わら ず , 日 本 産 オ 
ナガ ミズ アオ は Alnus だ け を 餌 と し て いる . 新 ・I 旧 大 陸 の オナ ガミ ズ ア オ は , 寒冷 気候 の 影響 を 受け て 形 
成 さ れ た 種 で ある と と は PEIGLER (1986) が 指摘 し て いる . 日 本 産 オ ナガ ミズ アオ ゃ 永 河 時 代 に 食性 の 転 
換 を は か っ た 種 で ある こと と は 推定 可能 で ある . 本 種 は その 食性 か ら み て も , 寒冷 地 へ の 侵入 種 で ある と 判 
断 さ れる . 

オオ ミズ アオ に つい て は , ASE artemis DERBEZ, KLEE aliena の 夏 型 に み ら れ る 黄色 発現 
因子 が 潜在 し , 実験 的 に 高温 条件 で 発現 する . これ は , 両 亜 種 が 同じ 生理 的 特性 を 持っ て いる こと を 示唆 
する . 宮田 (1981) は , Actias 属 の 休 有 眠 性 に 地理 的 変異 が み ら れ , 亜 種 の 分 布 城 と 密 に 結び つい て いる こ 
と を 明らか に し た が , 一 方 , 1 化 性 の 北海 道 亜 種 個体 群 に 多 化 性 が 内 在 し て いる 事実 か ら , こと の 亜 種 が 本 
土 亜 種 個体 群 の 気候 適応 に よっ て 生じ た も の で ある と 推定 し た . 

オオ ミズ アオ が 伊豆 諸島 に 分 布 し て いな い 原 因 に つい て は , 食餌 植物 の 宴 布 の ほか に , オナ ガミ ズ ア オ 
より も 日 本 列島 へ の 侵入 が 遅れ た た めで は な いか と 推 宗 され る . 

形態 的 に みて オナ ガミ ズ ア オ の 伊豆 諸島 亜 種 は , 遺存 固有 性 が 強く 認め られ た が , こ の こと は 今泉 (1976) 
が ネズ ミ 族 の 分 布 で 指 適し て いる よう に , 分 布 域 の 末端 部 に 古い 形質 が 遺存 する 事実 を 示唆 する も の と し 
て 興味 深い . Actas 属 の 日 本 列島 に お ける 分 布 を 論ずる に は , 日 本 列島 周辺 の 種類 に つい て , さら に 検討 
を 加え る 必要 が ある . 


Summary 


In this paper, the subspecific characteristics of the eggs, larvae and adults of lunar moths, Actias 
gnoma (BUTLER) and A. artemis (BREMER et GREY), are described. Results of inter-subspecific 
crossing of the moths and discussion on the zoogeography of the two species are also given. 

1. In adults, A. gnoma mandschurica from Hokkaido and A. gnoma gnoma from Honshu are 
similar but A. gnoma miyatai from the Izu islands is definitely different from them. The latter has 
smaller body and fore-wing with small eye-spot and soft curved apex than the former two. 

The adults of two subspecies of A. artemis, A. a. artemis from Hokkaido and A. a. aliena from 
Honshu, show no detectable differences in the morphological characters. The male of subsp. artemis 
has blue wings instead of yellow ones found in A. a. aliena. While, the non-diapausing pupae of A. 
a. artemis, reared at high temperature (25°C) and long-day conditions, yield yellowish males which 
are similar to the summer form of subsp. aliena. 

2. There are obvious differences in the coloration among the lst inster larvae of Actias sub- 
species. The head, prothoracic shield, setae and body surface are black in A. gnoma mandschurica 
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and A. artemis artemis from Hokkaido blackish-brown in A. gnoma gnoma, yellowish-brown in A. 
and Miyake-jima) in A. gnoma miyatai from the Izu Islands. The variation of the larval coloration 
can be regard as adaptation to temperature in their habitats. 

3. The male genitalic structure of A. g. miyatai is different from the other subspecies. In the 
former, the uncus has dorsal lamellar plates which are laid to overlap each other and incurved, while 
in the latter two, uncus has broad lamellar ones which are recurved. The length of the juxta in subsp. 
miyatai is shorter than in subsp. gnoma and the processes from juxta in the former are nearly 
symmetrical but those of the latter are asymmetrical, that is, the right process is longer than the left. 
The symmetrical juxta of the former may be considered more primitive than the latter, because 
asymmetrical ones are found related species, A. selene and A. neidhoeferi. 

4. Hybrids of crossing among these subspecies showed the intermediate characters of their 
parents in the first (F,) and the second (F;) generations. 

5. The difference of geographical distribution of the two species may have been due not only to 
differences of their food plants but also to difference of their invasion periods into Japanese Islands 
in Old ages (perhaps in cold climate Pleistocene). 

A. artemis is general feeder of broad-leaved deciduous trees. On the other hand, A. gnoma is 
oligophagous on alders (Alnus species). As was pointed out by PEIGLER (1986), A. gnoma would have 
changed it’s food plant into alders in the glacial period. Perhaps, a factor preventing immigration 
of A. gnoma to Kyushu might have been effuse distribution of the food plant. 

6. The allopatric distribution of two ssp. of A. gnoma, A. g. miyatai from Kézu-shima to 
Aoga-shima Islands and A. g. gnoma from Honshu to Izu-6-shima Islands, is particularly interesting. 
This phenomenon seems to be the result of difference of historical ages of the invasions of the two 
subspecies. It seems that A. g. miyatai did not specialize in the Izu Islands but arose in somewhere 
in the Continent Asia. After the settlement of miyatai, the Izu Islands were isolated and the new 
dominant subspecies, gnoma, could invaded only Izu-6-shima which is volcanic and the closest to 
Honshu. 
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